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(57)【要約】

　内視鏡的粘膜切除術において既存の粘膜膨隆液に代わ

る増粘性組成物、胃や食道などの粘膜注射に用いられ、

前記増粘性組成物を増粘させるのに好適な針装置等の提

供することを目的とする。外から刺激を付与可能な刺激

付与手段と、対象に刺入可能な針本体とを少なくとも有

する針装置。該刺激付与手段が複数針本体内に出入可能

に収容された態様、刺激付与手段からの刺激の付与領域

を拡大させる刺激付与領域拡大手段を有してなる態様、

対象内に流体を移送可能な流体移送手段を有してなる態

様などが好ましい。外から付与される刺激により粘度が

増加する流動性物質を少なくとも含み、粘膜切除術に用

いられる増粘性組成物を提供する。増粘性組成物に刺激

を付与可能な針装置を用い、該増粘性組成物に前記刺激

を付与し、該増粘性組成物の粘度を増加させることを含

み、前記増粘性組成物が本発明の増粘性組成物であり、

前記針装置が本発明の針装置である増粘性組成物の増粘

方法を提供する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 外 か ら 刺 激 を 付 与 可 能 な 刺 激 付 与 手 段 と 、 対 象 に 刺 入 可 能 な 針 本 体 と を 少 な く と も 有 す

る 針 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 刺 激 付 与 手 段 が 針 本 体 内 に 設 け ら れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 刺 激 付 与 手 段 が 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 請 求 項 １ か ら ２ の い ず れ か に 記 載 の 針

装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 刺 激 付 与 手 段 が 複 数 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載

の 針 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 刺 激 付 与 手 段 が 付 与 す る 刺 激 が 、 光 、 熱 及 び 振 動 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る

請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 刺 激 付 与 手 段 が 、 光 フ ァ イ バ ー か ら の 光 の 照 射 で あ る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か に 記 載

の 針 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 光 フ ァ イ バ ー の 先 端 に お け る 光 放 射 面 が 光 フ ァ イ バ ー の 軸 方 向 に 対 し て 非 垂 直 面 で あ る

光 フ ァ イ バ ー で あ る 請 求 項 ６ に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 刺 激 付 与 手 段 か ら の 刺 激 の 付 与 領 域 を 拡 大 さ せ る 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 を 有 し て な る 請

求 項 １ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 刺 激 付 与 手 段 の 先 端 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 ７ に 記 載 の 針 装 置

。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 針 本 体 内 に 収 容 さ れ た 請 求 項 ７ に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 請 求 項 ７ か ら ９ の い ず れ か に

記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 複 数 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 請 求 項 ７ か ら １ ０ の い ず

れ か に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 、 刺 激 を 多 方 向 に 反 射 可 能 な 反 射 体 を 有 す る 請 求 項 ７ 又 は ９ か

ら １ １ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 反 射 体 が 、 光 を 多 方 向 に 反 射 可 能 な 鏡 体 で あ る 請 求 項 ７ 又 は ９ か ら １ ２ の い ず れ か に 記

載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 の 周 囲 に 刺 激 付 与 手 段 が 配 置 さ れ た 状 態 で 針 本 体 内 に 収 容 さ れ た

請 求 項 ７ 又 は ９ か ら １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 、 光 を 多 方 向 に 反 射 可 能 な 鏡 体 を 有 し 、 刺 激 付 与 手 段 が 、 光 フ

ァ イ バ ー で あ る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 対 象 内 に 流 体 を 移 送 可 能 な 流 体 移 送 手 段 を 有 し て な る 請 求 項 １ か ら １ ５ の い ず れ か に 記

載 の 針 装 置 。
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【 請 求 項 １ ８ 】

　 流 体 移 送 手 段 が 針 本 体 内 に 収 容 さ れ た 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 １ ９ 】

　 流 体 移 送 手 段 が 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 請 求 項 １ ６ 又 は １ ７ の い ず れ か に 記 載

の 針 装 置 。

【 請 求 項 ２ ０ 】

　 流 体 移 送 手 段 が 複 数 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 請 求 項 １ ６ か ら １ ８ の い ず れ か に

記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 ２ １ 】

　 流 体 移 送 手 段 が チ ュ ー ブ 及 び 注 射 針 の 少 な く と も い ず れ か で あ る 請 求 項 １ ６ か ら １ ９ の

い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 ２ ２ 】

　 流 体 が 、 外 か ら 付 与 さ れ る 刺 激 に よ り 粘 度 が 増 加 す る 流 動 性 物 質 を 少 な く と も 含 み 、 粘

膜 切 除 術 に 用 い ら れ る 増 粘 性 組 成 物 で あ る 請 求 項 １ ６ か ら ２ ０ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置

。

【 請 求 項 ２ ３ 】

　 流 動 性 物 質 が 、 外 か ら 付 与 さ れ る 刺 激 に よ り 、 該 刺 激 が 付 与 さ れ る 前 に 比 し 粘 度 が ３ 倍

以 上 増 加 す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 ２ ４ 】

　 流 動 性 物 質 が 、 外 か ら 付 与 さ れ る 刺 激 に よ り ゾ ル 状 態 か ら ゲ ル 状 態 に 変 化 す る 請 求 項 ２

１ か ら ２ ２ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 ２ ５ 】

　 針 本 体 が 外 筒 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 請 求 項 １ か ら ２ ３ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 ２ ６ 】

　 針 本 体 が 複 数 外 筒 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 ２ ７ 】

　 内 視 鏡 装 置 に 備 え ら れ た 請 求 項 １ か ら ２ ５ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 。

【 請 求 項 ２ ８ 】

　 増 粘 性 組 成 物 に 刺 激 を 付 与 可 能 な 針 装 置 を 用 い 、 該 増 粘 性 組 成 物 に 前 記 刺 激 を 付 与 し 、

該 増 粘 性 組 成 物 の 粘 度 を 増 加 さ せ る こ と を 含 み 、

　 前 記 増 粘 性 組 成 物 が 、 ア ミ ノ 酸 、 糖 類 、 核 酸 、 脂 肪 酸 、 コ ラ ー ゲ ン 、 キ ト サ ン 、 キ チ ン

、 及 び こ れ ら の 誘 導 体 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 の 増 粘 性 組 成 物 で あ り 、 前 記 針 装 置

が 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 針 装 置 で あ る こ と 特 徴 と す る 増 粘 性 組 成 物 の 増 粘 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に お い て 既 存 の 粘 膜 膨 隆 液 に 代 わ る も の で あ っ て 、 注 射

時 に は 良 好 な 流 動 性 を 維 持 し つ つ 術 時 に は 外 か ら 付 与 さ れ る 刺 激 に よ り （ 患 者 の 体 外 か ら

コ ン ト ロ ー ル さ れ る 刺 激 に よ り ） ゲ ル 状 態 等 に 変 化 可 能 で あ り 、 粘 膜 切 除 術 に 用 い ら れ る

増 粘 性 組 成 物 の ゲ ル 化 方 法 、 及 び 胃 や 食 道 な ど の 粘 膜 に 注 射 す る の に 好 適 に 用 い ら れ 、 該

増 粘 性 組 成 物 を ゲ ル 化 等 さ せ 増 粘 さ せ る の に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 針 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 食 道 、 胃 、 十 二 指 腸 等 の 腑 粘 膜 に 発 生 し た 腫 瘍 、 特 に 悪 性 腫 瘍 （ 癌 ） に つ い

て は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 （ Ｅ Ｍ Ｒ ： Endoscopic mucosal resection） に よ り そ の 除 去 が

行 わ れ て き た 。 該 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 と し て は 、 ス ネ ア ー 法 、 分 割 除 去 法 、 一 括 切 開 剥 離

法 な ど が 知 ら れ て い る 。 こ れ ら の 中 で も 、 前 記 ス ネ ア ー 法 は 、 直 径 が ２ ～ ３ ｃ ｍ 以 下 の 早

期 癌 の 治 療 法 と し て 有 効 で あ り 、 一 般 的 な 手 術 法 と し て 広 く 使 用 さ れ て き て い る 。

　 前 記 ス ネ ア ー 法 に お い て は 、 内 視 鏡 を 用 い て 、 図 １ か ら 図 ３ に 示 す よ う に 、 食 道 、 胃 、

大 腸 等 の 粘 膜 層 １ ０ に 発 生 し た 癌 細 胞 塊 １ ５ の 映 像 を 観 な が ら 、 癌 細 胞 塊 １ ５ を 含 む 切 除
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対 象 部 の 粘 膜 層 １ ０ の 皮 下 に 、 よ り 詳 し く は 該 粘 膜 層 １ ０ と そ の 直 下 に 位 置 す る 筋 層 ２ ０

と の 界 面 に 粘 膜 膨 隆 液 を 注 射 針 ９ ０ を 用 い て 注 射 し て 該 切 除 対 象 部 を 含 む 粘 膜 層 １ ０ を 筋

層 ２ ０ か ら 解 離 さ せ 隆 起 さ せ る 。 そ し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 （ 図 示 せ ず ） の 先 端

か ら リ ン グ 状 金 属 線 で あ る ス ネ ア ー ３ ０ ０ を 押 出 し て 、 ス ネ ア ３ ０ ０ に て 前 記 切 除 対 象 部

の 外 周 を 囲 い つ つ 、 内 視 鏡 の 先 端 に 備 え ら れ た か ん し ２ ０ ０ に て 該 切 除 対 象 部 を 摘 ん で 引

っ 張 り な が ら 、 図 ５ か ら 図 ６ に 示 す よ う に 、 ス ネ ア ー ３ ０ ０ の リ ン グ を 徐 々 に 絞 込 み 、 該

ス ネ ア ３ ０ ０ の リ ン グ 状 金 属 線 に 電 気 を 流 し て 電 気 メ ス の 原 理 に よ り 、 該 切 除 対 象 部 を 切

除 す る 。 こ う し て 切 除 さ れ た 前 記 切 除 対 象 部 は 略 円 形 と な る 。

　 し か し 、 前 記 ス ネ ア ー 法 に お い て は 、 前 記 粘 膜 膨 隆 液 と し て の 生 理 食 塩 水 を 粘 膜 １ ０ の

皮 下 に 注 射 を し て 切 除 対 象 部 を 隆 起 さ せ る 必 要 が あ る が 、 該 切 除 対 象 部 を 注 射 針 ９ ０ を 用

い て 注 射 し て 隆 起 さ せ た 後 、 該 注 射 針 ９ ０ を 該 粘 膜 １ ０ か ら 抜 く と 、 図 ７ か ら 図 ８ に 示 す

よ う に 、 そ こ に 形 成 さ れ た ピ ン ホ ー ル ３ ０ か ら 粘 膜 膨 隆 液 ６ ０ が 流 出 し て し ま い 、 前 記 切

除 対 象 部 の 隆 起 を 長 時 間 維 持 す る こ と が で き ず 、 術 時 に は 隆 起 が 存 在 せ ず 、 手 術 が 困 難 に

な る と い う 問 題 が あ る 。

　 患 者 の 苦 痛 緩 和 、 術 者 の 術 操 作 の 容 易 化 、 術 不 完 全 に よ る 癌 再 発 の 効 果 的 抑 制 、 等 の 観

点 か ら は 、 前 記 切 除 対 象 部 を 容 易 に か つ 簡 便 に 隆 起 さ せ る こ と が で き 、 か つ そ の 隆 起 の 状

態 を 術 時 に お い て 維 持 可 能 で あ る こ と が 望 ま し い 。 し か し 、 現 在 の と こ ろ 、 前 記 切 除 対 象

部 を 容 易 に か つ 簡 便 に 隆 起 さ せ る こ と が で き 、 か つ そ の 隆 起 の 状 態 を 術 時 に お い て 維 持 可

能 と す る 技 術 は 知 ら れ て い な い 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ４ ６ ４ ８ ８

【 非 特 許 文 献 １ 】 Hironori Yamamoto et al.＂ Success rate ofcurative endoscopic muc

osal resection withcircumferential mucosal incisionassisted by submucosal inject

ion of sodium hyaluronate＂ , G ASTROINTESTIN AL　 EN D OSCOPY　 Vol56,No.4, 2002, p507

-p512

【 発 明 の 開 示 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 に お け る 諸 問 題 を 解 決 し 、 以 下 の 目 的 を 達 成 す る こ と を 課 題 と す る

。 即 ち 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に お い て 既 存 の 粘 膜 膨 隆 液 に 代 わ る も の で あ っ て

、 注 射 時 に は 良 好 な 流 動 性 を 維 持 し つ つ 術 時 に は ゲ ル 状 態 等 に 変 化 可 能 で あ り 、 粘 膜 切 除

術 に 用 い ら れ る 増 粘 性 組 成 物 、 及 び 操 作 が 簡 単 で 効 率 的 な そ の ゲ ル 化 方 法 、 並 び に 、 胃 や

食 道 な ど の 粘 膜 に 注 射 す る の に 好 適 に 用 い ら れ 、 該 増 粘 性 組 成 物 を ゲ ル 化 等 さ せ 増 粘 さ せ

る の に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 針 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。 即 ち 、

＜ １ ＞ 　 外 か ら 刺 激 を 付 与 可 能 な 刺 激 付 与 手 段 と 、 対 象 に 刺 入 可 能 な 針 本 体 と を 少 な く と

も 有 す る 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 針 本 体 が 、 例 え ば 、 食 道 、 胃 、 大 腸 等

の 粘 膜 層 等 の 対 象 に 刺 入 さ れ る 。 そ し て 、 粘 膜 膨 隆 液 を 注 射 等 し た 後 、 前 記 刺 激 付 与 手 段

が 外 か ら の 刺 激 （ 患 者 の 体 外 か ら コ ン ト ロ ー ル さ れ る 刺 激 ） を 付 与 す る 。 す る と 、 前 記 粘

膜 膨 隆 液 等 に 該 刺 激 が 付 与 さ れ る 。 こ の と き 、 例 え ば 、 前 記 粘 膜 膨 隆 液 が 本 発 明 の 増 粘 性

組 成 物 で あ る 場 合 に は 、 該 増 粘 組 成 物 が 前 記 刺 激 に よ り 増 粘 し ゲ ル 化 等 す る 。

＜ ２ ＞ 　 刺 激 付 与 手 段 が 針 本 体 内 に 設 け ら れ た 前 記 ＜ １ ＞ に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装

置 に お い て は 、 前 記 刺 激 付 与 手 段 が 前 記 針 本 体 内 に 設 け ら れ て い る の で 、 破 損 等 が 少 な く

、 取 扱 い 易 く 、 前 記 針 本 体 が 、 食 道 、 胃 、 大 腸 等 の 粘 膜 層 等 の 対 象 に 刺 入 さ れ た 際 に 、 該

針 本 体 と 一 緒 に 前 記 対 象 に 刺 入 さ れ る 。

＜ ３ ＞ 　 刺 激 付 与 手 段 が 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 前 記 ＜ １ ＞ か ら ＜ ２ ＞ の い ず れ

か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て 、 前 記 刺 激 付 与 手 段 が 、 前 記 針 本 体 内 に 出 入

可 能 に 収 容 さ れ て い る の で 、 該 針 本 体 が 粘 膜 層 等 の 対 象 に 刺 入 さ れ た 後 、 前 記 刺 激 付 与 手

段 が 該 針 本 体 か ら 押 し 出 さ れ 、 前 記 粘 膜 層 等 の 下 で 延 設 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 押 し 出 さ れ

た 前 記 刺 激 付 与 手 段 に よ り 、 広 範 囲 な 領 域 に 前 記 刺 激 が 付 与 さ れ る 。
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(5) JP  WO2005/039672  A1  2005.5.6

＜ ４ ＞ 　 刺 激 付 与 手 段 が 複 数 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 前 記 ＜ １ ＞ か ら ＜ ３ ＞ の い

ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て 、 前 記 刺 激 付 与 手 段 が 、 前 記 針 本 体 内 に

出 入 可 能 に 複 数 収 容 さ れ て い る の で 、 該 針 本 体 が 前 記 粘 膜 層 等 の 対 象 に 刺 入 さ れ た 後 、 該

複 数 の 刺 激 付 与 手 段 が 前 記 針 本 体 か ら 押 し 出 さ れ 、 前 記 粘 膜 層 等 の 下 で 複 数 延 設 さ れ る 。

そ し て 、 こ の 押 し 出 さ れ た 複 数 の 前 記 刺 激 付 与 手 段 に よ り 、 広 範 囲 に か つ 所 望 の 範 囲 に 前

記 刺 激 が 付 与 さ れ る 。

＜ ５ ＞ 　 刺 激 付 与 手 段 が 付 与 す る 刺 激 が 、 光 、 熱 及 び 振 動 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種

で あ る 前 記 ＜ １ ＞ か ら ＜ ４ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前

記 刺 激 付 与 手 段 が 、 光 、 熱 、 振 動 及 び 圧 力 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 の 刺 激 を 付 与 す

る 。 そ の 結 果 、 例 え ば 、 前 記 刺 激 付 与 手 段 が 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 に 刺 激 を 付 与 す る 場 合

に は 、 該 刺 激 付 与 手 段 か ら 付 与 さ れ た 刺 激 に よ り 、 粘 膜 膨 隆 液 と し て の 本 発 明 の 増 粘 性 組

成 物 が 、 付 与 さ れ た 刺 激 に よ り 、 増 粘 化 し 、 ゲ ル 化 等 す る 。

＜ ６ ＞ 　 刺 激 付 与 手 段 が 、 光 フ ァ イ バ ー で あ る 前 記 ＜ １ ＞ か ら ＜ ５ ＞ の い ず れ か に 記 載 の

針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 光 フ ァ イ バ ー か ら 刺 激 と し て の 光 が 照 射 さ れ る

。 そ の 結 果 、 該 刺 激 を 受 け る 対 象 が 、 感 光 性 材 料 、 例 え ば 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 で あ る 場

合 に は 、 該 増 粘 性 組 成 物 が 前 記 刺 激 に よ り 、 増 粘 化 し 、 ゲ ル 化 等 す る 。

＜ ７ ＞ 　 光 フ ァ イ バ ー の 先 端 に お け る 光 放 射 面 が 光 フ ァ イ バ ー の 軸 方 向 に 対 し て 非 垂 直 面

で あ る 光 フ ァ イ バ ー で あ る ＜ ６ ＞ に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 通 常 光 フ ァ イ バ ー の 端 面 は 接 合

時 の 光 軸 を 合 わ せ る た め に 光 フ ァ イ バ ー の 軸 方 向 （ 光 軸 方 向 ） に 対 し て 垂 直 に 切 断 さ れ る

が 、 光 フ ァ イ バ ー の 端 面 を 光 軸 方 向 に 対 し て 非 垂 直 面 と す る こ と に よ っ て 、 光 放 射 面 の 面

積 を 広 く し 、 光 が 放 射 さ れ る 範 囲 を 広 げ る こ と に よ り 、 光 の 照 射 を よ り ス ム ー ズ に 行 う こ

と が で き る 。

＜ ８ ＞ 　 刺 激 付 与 手 段 か ら の 刺 激 の 付 与 領 域 を 拡 大 さ せ る 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 を 有 し て

な る 前 記 ＜ １ ＞ か ら ＜ ７ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記

刺 激 付 与 手 段 か ら の 刺 激 が 、 前 記 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 に よ り そ の 領 域 が 拡 大 さ れ て 付 与

さ れ る 。 そ の 結 果 、 前 記 刺 激 が 広 範 囲 な か つ 所 望 の 領 域 に 効 果 的 に 付 与 さ れ る 。

＜ ９ ＞ 　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 刺 激 付 与 手 段 の 先 端 に 設 け ら れ て い る ＜ ８ ＞ に 記 載 の 針

装 置 で あ る 。 例 え ば 、 光 フ ァ イ バ ー の 先 端 に ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 製 の 鏃 状 多 面 体 を

設 け 、 該 鏃 状 多 面 体 中 や 、 鏃 状 多 面 体 と 鏃 状 多 面 体 外 空 間 と の 界 面 に お け る 光 の 反 射 や 屈

折 に よ っ て 、 刺 激 で あ る 光 の 付 与 領 域 （ 光 が 放 射 さ れ る 範 囲 ） が 拡 大 さ れ る 。

＜ １ ０ ＞ 　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 針 本 体 内 に 収 容 さ れ た 前 記 ＜ ８ ＞ に 記 載 の 針 装 置 で あ

る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 前 記 針 本 体 に 収 容 さ れ て い る の で

、 取 扱 性 、 操 作 性 に 優 れ 、 前 記 針 本 体 を 粘 膜 層 等 の 対 象 に 刺 入 す る 際 に 前 記 刺 激 付 与 領 域

拡 大 手 段 を 損 傷 す る こ と が な く 、 該 針 本 体 と 一 緒 に 該 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 前 記 粘 膜 層

等 の 対 象 に 刺 入 さ れ る 。

＜ １ １ ＞ 　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 前 記 ＜ ８ ＞ か ら ＜ １

０ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段

が 、 前 記 針 本 体 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ て い る の で 、 前 記 針 本 体 を 粘 膜 層 等 の 対 象 に 刺 入 し

た 後 、 前 記 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 を 該 針 本 体 か ら 押 し 出 す こ と に よ り 、 該 刺 激 付 与 領 域 拡

大 手 段 が 前 記 粘 膜 層 等 の 下 に 延 設 さ れ る 。 そ し て 、 前 記 刺 激 付 与 手 段 か ら の 前 記 刺 激 が 該

刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 に よ り 広 範 囲 な か つ 所 望 の 領 域 に 拡 大 さ れ て 付 与 さ れ る 。

＜ １ ２ ＞ 　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 複 数 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 前 記 ＜ ８ ＞ か ら

＜ １ １ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て 、 前 記 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手

段 が 前 記 針 本 体 に 複 数 収 容 さ れ て い る の で 、 前 記 針 本 体 が 対 象 に 刺 入 さ れ た 後 で 、 複 数 の

該 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 を 該 針 本 体 か ら 出 す こ と に よ り 、 前 記 刺 激 付 与 手 段 か ら の 刺 激 が

該 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 に よ り 広 範 囲 な か つ 所 望 の 領 域 に 拡 大 さ れ て 付 与 さ れ る 。

＜ １ ３ ＞ 　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 、 刺 激 を 多 方 向 に 反 射 可 能 な 反 射 体 を 有 す る 前 記 ＜ ７

＞ か ら ＜ １ ２ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 刺 激 付 与 領

域 拡 大 手 段 に お け る 前 記 反 射 体 に よ り 、 前 記 刺 激 付 与 手 段 か ら の 刺 激 が 効 率 的 に か つ 効 果

的 に 多 方 向 に 反 射 さ れ て 付 与 さ れ る 。
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＜ １ ４ ＞ 　 反 射 体 が 、 光 を 多 方 向 に 反 射 可 能 な 鏡 体 で あ る 前 記 ＜ ７ ＞ か ら ＜ １ ３ ＞ の い ず

れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 反 射 体 前 記 鏡 体 で あ る の で 、 前 記

刺 激 付 与 手 段 か ら の 刺 激 が 光 で あ る 場 合 に は 、 該 光 が 前 記 鏡 体 に よ り 多 方 向 に 反 射 さ れ る

。

＜ １ ５ ＞ 　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 の 周 囲 に 刺 激 付 与 手 段 が 配 置 さ れ た 状 態 で 針 本 体 内 に 収

容 さ れ た 前 記 ＜ ７ ＞ か ら ＜ １ ４ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は

、 前 記 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 の 周 囲 に 前 記 刺 激 付 与 手 段 が 複 数 配 置 さ れ て い る の で 、 こ れ

ら 複 数 の 該 刺 激 付 与 手 段 か ら の 刺 激 が 、 一 つ の 前 記 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 に よ り 効 率 よ く

多 方 向 に 反 射 さ れ る 。

＜ １ ６ ＞ 　 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 が 、 光 を 多 方 向 に 反 射 可 能 な 鏡 体 を 有 し 、 刺 激 付 与 手 段

が 、 光 フ ァ イ バ ー で あ る 前 記 ＜ １ ５ ＞ に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記

刺 激 付 与 手 段 と し て の 前 記 光 フ ァ イ バ ー か ら の 前 記 刺 激 と し て の 光 が 、 前 記 刺 激 付 与 領 域

拡 大 手 段 と し て の 前 記 鏡 体 に よ り 多 方 向 に 反 射 さ れ る 。

＜ １ ７ ＞ 　 対 象 内 に 流 体 を 移 送 可 能 な 流 体 移 送 手 段 を 有 し て な る 前 記 ＜ １ ＞ か ら ＜ １ ６ ＞

の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 流 体 移 送 手 段 を 有 し て い る

の で 、 例 え ば 、 前 記 流 体 移 送 手 段 に よ り 、 食 道 、 胃 、 大 腸 等 の 粘 膜 層 と 筋 層 と の 界 面 に 粘

膜 膨 隆 液 等 を 注 射 し て 移 送 さ せ る こ と が で き る 。

＜ １ ８ ＞ 　 流 体 移 送 手 段 が 針 本 体 内 に 収 容 さ れ た 前 記 ＜ ７ ＞ か ら ＜ １ ４ ＞ に 記 載 の 針 装 置

で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 流 体 移 送 手 段 が 前 記 針 本 体 内 に 収 容 さ れ て い る の で 、

該 針 本 体 を 対 象 に 刺 入 し た 際 に 破 損 等 す る 危 険 が 少 な く 、 取 扱 性 に 優 れ 、 該 流 体 移 送 手 段

が 前 記 針 本 体 と 一 緒 に 粘 膜 層 等 の 対 象 に 刺 入 さ れ る 。

＜ １ ９ ＞ 　 流 体 移 送 手 段 が 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 前 記 ＜ ７ ＞ か ら ＜ １ ０ ＞ の い

ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 流 体 移 送 手 段 が 前 記 針 本 体 内 に

出 入 可 能 に 収 容 さ れ て い る の で 、 該 針 本 体 を 対 象 に 刺 入 し た 後 、 前 記 流 体 移 送 手 段 を 該 針

本 体 か ら 押 し 出 す こ と に よ り 、 流 体 が 、 粘 膜 層 等 の 対 象 に 効 率 的 に 注 射 さ れ 、 移 送 さ れ る

。

＜ ２ ０ ＞ 　 流 体 移 送 手 段 が 複 数 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 前 記 ＜ ７ ＞ か ら ＜ １ １ ＞

の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 流 体 移 送 手 段 が 複 数 前 記 針

本 体 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ て い る の で 、 該 流 体 移 送 手 段 ご と に 、 前 記 針 本 体 か ら 出 入 可 能

で あ り 、 異 な る 流 体 、 即 ち 異 な る 薬 剤 等 を 粘 膜 層 等 の 対 象 の 下 に 注 射 し 移 送 す る こ と が で

き る 。

＜ ２ １ ＞ 　 流 体 移 送 手 段 が チ ュ ー ブ 及 び 注 射 針 の 少 な く と も い ず れ か で あ る 前 記 ＜ １ ７ ＞

か ら ＜ １ ９ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。

＜ ２ ２ ＞ 　 流 体 が 、 外 か ら 付 与 さ れ る 刺 激 に よ り 粘 度 が 増 加 す る 流 動 性 物 質 を 少 な く と も

含 み 、 粘 膜 切 除 術 に 用 い ら れ る 増 粘 性 組 成 物 で あ る 前 記 ＜ １ ７ ＞ か ら ＜ ２ １ ＞ の い ず れ か

に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 流 体 が 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 で あ る の

で 、 前 記 流 体 移 送 手 段 に よ り 、 該 流 体 が 粘 膜 層 等 の 対 象 の 下 に 前 記 増 粘 性 組 成 物 が 注 射 さ

れ 、 移 送 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 増 粘 性 組 成 物 に 刺 激 を 付 与 し て 該 増 粘 性 組 成 物 を 増 粘 化 さ

せ ゲ ル 化 等 さ せ る こ と に よ り 、 例 え ば 、 粘 膜 膨 隆 液 と し て 使 用 し た 前 記 増 粘 性 組 成 物 は 、

注 射 後 の ピ ン ホ ー ル か ら 外 部 に 漏 出 せ ず 、 粘 膜 膨 隆 が 長 時 間 維 持 さ れ 、 術 時 に お い て も 、

癌 等 の 対 象 が 良 好 に 隆 起 さ れ た 状 態 が 維 持 さ れ る 。 そ の 結 果 、 手 術 が 容 易 と な り 、 ま た 、

粘 膜 除 去 後 に お い て も 、 粘 膜 除 去 部 分 の 表 面 が 前 記 ゲ ル 化 等 し た 前 記 増 粘 性 組 成 物 に よ り

、 被 覆 さ れ て い る の で 、 出 血 や 細 菌 感 染 等 が 効 果 的 に 抑 制 さ れ る 。

＜ ２ ３ ＞ 　 流 動 性 物 質 が 、 外 か ら 付 与 さ れ る 刺 激 に よ り 、 該 刺 激 が 付 与 さ れ る 前 に 比 し 粘

度 が ３ 倍 以 上 増 加 す る 前 記 ＜ ２ ２ ＞ に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 流

体 に 刺 激 が 付 与 さ れ る と 、 該 流 体 の 粘 度 が ３ 倍 以 上 も 増 加 し 、 流 動 性 が 顕 著 に 低 下 す る の

で 、 前 記 流 体 の 注 射 に よ り 形 成 さ れ た 粘 膜 膨 隆 が 術 時 に お い て も 良 好 に 維 持 さ れ る 。 ま た

、 切 除 な ど の 処 置 に お い て 、 切 除 面 に 対 し て 露 出 し た 部 分 に 光 を 照 射 す る こ と で 更 に 追 加

的 に ゲ ル 化 す る こ と に も 使 用 可 能 で あ る 。

＜ ２ ４ ＞ 　 流 動 性 物 質 が 、 外 か ら 付 与 さ れ る 刺 激 に よ り ゾ ル 状 態 か ら ゲ ル 状 態 に 変 化 す る
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前 記 ＜ ２ ２ ＞ か ら ＜ ２ ３ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記

流 体 に 刺 激 が 付 与 さ れ る と 、 該 流 体 が ゾ ル 状 態 か ら ゲ ル 状 体 に 変 化 す る の で 、 前 記 流 体 の

注 射 に よ り 形 成 さ れ た 粘 膜 膨 隆 が 術 時 に お い て も 良 好 に 維 持 さ れ る 。

＜ ２ ５ ＞ 　 流 動 性 物 質 が 、 刺 激 に 感 応 性 の あ る 刺 激 感 応 基 を 有 す る 前 記 ＜ ２ ２ ＞ か ら ＜ ２

４ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 増 粘 性 組 成 物 に 含 ま れ る 前

記 流 動 性 物 質 に 刺 激 が 付 与 さ れ る と 、 該 流 動 性 物 質 に お け る 前 記 刺 激 感 応 基 が 反 応 し 、 該

流 動 性 物 質 が 増 粘 化 し ゲ ル 化 等 す る 。

＜ ２ ６ ＞ 　 刺 激 感 応 基 が 、 ア ク リ レ ー ト 基 及 び そ の 誘 導 体 基 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １

種 で あ る 前 記 ＜ ２ ２ ＞ か ら ＜ ２ ５ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て

は 、 流 動 性 物 質 に 刺 激 が 付 与 さ れ る と 、 該 流 動 性 物 質 に お け る 該 刺 激 感 応 基 で あ る ア ク リ

レ ー ト 基 及 び そ の 誘 導 体 基 等 が 反 応 し 、 該 流 動 性 物 質 が 増 粘 化 し ゲ ル 化 等 す る 。

＜ ２ ７ ＞ 　 流 動 性 物 質 が 、 ア ミ ノ 酸 、 糖 類 、 核 酸 、 脂 肪 酸 、 こ れ ら の 誘 導 体 、 及 び こ れ ら

の ポ リ マ ー か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 前 記 ＜ ２ ２ ＞ か ら ＜ ２ ６ ＞ の い ず れ か に

記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 流 動 性 物 質 が 、 ア ミ ノ 酸 等 の 生 体 適 合 性

物 質 で あ る の で 、 該 流 動 性 物 質 を 含 む 増 粘 性 組 成 物 が 生 体 に 注 射 さ れ た 場 合 で も 、 拒 絶 反

応 等 が 生 ず る こ と が な い 。

＜ ２ ８ ＞ 　 流 動 性 物 質 が 、 ア ミ ノ 酸 、 糖 類 、 核 酸 、 脂 肪 酸 、 こ れ ら の 誘 導 体 、 及 び こ れ ら

の ポ リ マ ー か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 前 記 ＜ ２ ２ ＞ か ら ＜ ２ ７ ＞ の い ず れ か に

記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 流 動 性 物 質 が 、 タ ン パ ク 質 、 糖 タ ン パ ク

、 脂 質 タ ン パ ク 、 脂 質 、 多 糖 類 、 高 分 子 核 酸 等 の 生 体 適 合 性 物 質 で あ る の で 、 該 流 動 性 物

質 を 含 む 増 粘 性 組 成 物 が 生 体 に 注 射 さ れ た 場 合 で も 、 拒 絶 反 応 等 が 生 ず る こ と が な い 。

＜ ２ ９ ＞ 　 流 動 性 物 質 が 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 デ キ ス ト ラ ン 、 コ ラ ー ゲ ン 、 キ ト サ ン 、 キ チ ン

、 及 び こ れ ら の 誘 導 体 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 前 記 ＜ ２ ２ ＞ か ら ＜ ２ ８ ＞ の

い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 流 動 性 物 質 が 生 体 適 合 性 物 質

で あ る の で 、 該 流 動 性 物 質 を 含 む 増 粘 性 組 成 物 が 生 体 に 注 射 さ れ た 場 合 で も 、 拒 絶 反 応 等

が 生 ず る こ と が な い 。

＜ ３ ０ ＞ 　 刺 激 が 、 光 、 熱 、 振 動 及 び 圧 力 か 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 前 記 ＜ ２ ２

＞ か ら ＜ ２ ９ ＞ の い ず い れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 流 動 性 物

質 が 、 光 等 の 刺 激 に よ り 、 増 粘 化 し ゲ ル 化 等 す る 。

＜ ３ １ ＞ 　 針 本 体 が 外 筒 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 前 記 ＜ １ ＞ か ら ＜ ３ ０ ＞ の い ず れ か に 記

載 の 針 装 置 で あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 針 本 体 が 、 外 筒 に 収 容 さ れ 、 か つ 出 入 可 能

で あ る の で 、 術 時 ま で の 間 、 該 針 本 体 の 破 損 、 雑 菌 感 染 等 の 危 険 が 少 な い 。

＜ ３ ２ ＞ 　 針 本 体 が 複 数 外 筒 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 前 記 ＜ ３ １ ＞ に 記 載 の 針 装 置 で あ る

。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 針 本 体 が 、 外 筒 に 複 数 収 容 さ れ 、 か つ 出 入 可 能 で あ る の で 、

術 時 ま で の 間 、 該 針 本 体 の 破 損 、 雑 菌 感 染 等 の 危 険 が 少 な い 。 ま た 、 針 本 体 が 複 数 あ る の

で 、 注 射 す る 流 体 ご と に 、 あ る い は 手 術 の 種 類 等 ご と に 、 前 記 針 本 体 取 り 替 え 等 が 可 能 で

あ る 。

＜ ３ ３ ＞ 　 内 視 鏡 装 置 に 備 え ら れ た 前 記 ＜ １ ＞ か ら ＜ ３ ２ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で

あ る 。 該 針 装 置 に お い て は 、 前 記 内 視 鏡 装 置 に 備 え ら れ て い る の で 、 例 え ば 前 記 内 視 鏡 装

置 の 先 端 か ら 出 入 可 能 に 備 え ら れ た り 、 前 記 内 視 鏡 装 置 の 側 面 に 沿 っ て 備 え ら れ た り で き

、 内 視 鏡 的 粘 膜 除 去 術 （ Ｅ Ｍ Ｒ ） に 特 に 好 適 に 使 用 さ れ る 。

＜ ３ ４ ＞ 　 外 か ら 付 与 さ れ る 刺 激 に よ り 粘 度 が 増 加 す る 流 動 性 物 質 を 少 な く と も 含 み 、 粘

膜 切 除 術 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 増 粘 性 組 成 物 で あ る 。 例 え ば 、 該 増 粘 性 組 成 物 は

、 粘 膜 層 等 の 対 象 の 下 に 注 射 さ れ た 後 、 刺 激 が 付 与 さ れ る と 、 増 粘 化 し 、 ゲ ル 化 等 す る 。

こ の た め 、 例 え ば 、 該 増 粘 性 組 成 物 を 粘 膜 膨 隆 液 と し て 使 用 し 、 粘 膜 層 等 の 下 に 注 射 し た

後 で 増 粘 化 さ せ る と 、 注 射 後 の ピ ン ホ ー ル か ら 外 部 に 、 増 粘 化 し た 前 記 増 粘 性 組 成 物 が 漏

出 せ ず 、 粘 膜 膨 隆 が 長 時 間 維 持 さ れ 、 術 時 に お い て も 、 癌 等 の 対 象 が 良 好 に 隆 起 さ れ た 状

態 が 維 持 さ れ る 。 そ の 結 果 、 手 術 が 容 易 と な り 、 ま た 、 粘 膜 除 去 後 に お い て も 、 粘 膜 除 去

部 分 の 表 面 が 前 記 ゲ ル 化 等 し た 前 記 増 粘 性 組 成 物 に よ り 、 被 覆 さ れ て い る の で 、 出 血 や 細

菌 感 染 等 が 効 果 的 に 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 切 除 な ど の 処 置 で 露 出 し た 該 増 粘 性 組 成 物 に 追 加
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的 に 光 照 射 す る こ と に も 使 用 で き る 。

＜ ３ ５ ＞ 　 流 動 性 物 質 が 、 外 か ら 付 与 さ れ る 刺 激 に よ り 、 該 刺 激 が 付 与 さ れ る 前 に 比 し 粘

度 が ３ 倍 以 上 増 加 す る 前 記 ＜ ３ ４ ＞ に 記 載 の 増 粘 性 組 成 物 で あ る 。 該 増 粘 性 組 成 物 は 、 刺

激 が 付 与 さ れ る と 、 粘 度 が ３ 倍 以 上 も 増 加 し 、 流 動 性 が 顕 著 に 低 下 す る の で 、 例 え ば 粘 膜

膨 隆 液 と し て 使 用 さ れ る と 、 粘 膜 膨 隆 が 術 時 に お い て も 良 好 に 維 持 さ れ る 。

＜ ３ ６ ＞ 　 流 動 性 物 質 が 、 外 か ら 付 与 さ れ る 刺 激 に よ り ゾ ル 状 態 か ら ゲ ル 状 態 に 変 化 す る

前 記 ＜ ３ ４ ＞ か ら ＜ ３ ５ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 増 粘 性 組 成 物 で あ る 。 該 増 粘 性 組 成 物 は 、

刺 激 が 付 与 さ れ る と 、 ゾ ル 状 態 か ら ゲ ル 状 体 に 変 化 す る の で 、 例 え ば 粘 膜 膨 隆 液 と し て 使

用 さ れ る と 、 粘 膜 膨 隆 が 術 時 に お い て も 良 好 に 維 持 さ れ る 。

＜ ３ ７ ＞ 　 流 動 性 物 質 が 、 刺 激 に 感 応 性 の あ る 刺 激 感 応 基 を 有 す る 前 記 ＜ ３ ４ ＞ か ら ＜ ３

６ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 増 粘 性 組 成 物 で あ る 。 該 増 粘 性 組 成 物 は 、 前 記 流 動 性 物 質 に 刺 激

が 付 与 さ れ る と 、 該 流 動 性 物 質 に お け る 前 記 刺 激 感 応 基 が 反 応 し 、 該 流 動 性 物 質 が 増 粘 化

し ゲ ル 化 等 す る 。

＜ ３ ８ ＞ 　 刺 激 感 応 基 が 、 ア ク リ レ ー ト 基 及 び そ の 誘 導 体 基 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １

種 で あ る 前 記 ＜ ３ ４ ＞ か ら ＜ ３ ７ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 増 粘 性 組 成 物 で あ る 。 該 増 粘 性 組

成 物 に お い て は 、 流 動 性 物 質 に 刺 激 が 付 与 さ れ る と 、 該 流 動 性 物 質 に お け る 前 記 刺 激 感 応

基 で あ る ア ク リ レ ー ト 基 及 び そ の 誘 導 体 基 等 が 反 応 し 、 該 流 動 性 物 質 が 増 粘 化 し ゲ ル 化 等

す る 。

＜ ３ ９ ＞ 　 流 動 性 物 質 が 、 ア ミ ノ 酸 、 糖 類 、 核 酸 、 脂 肪 酸 、 こ れ ら の 誘 導 体 、 及 び こ れ ら

の ポ リ マ ー か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 前 記 ＜ ３ ４ ＞ か ら ＜ ３ ８ ＞ の い ず れ か に

記 載 の 増 粘 性 組 成 物 で あ る 。 該 増 粘 性 組 成 物 に お い て は 、 前 記 流 動 性 物 質 が 、 ア ミ ノ 酸 等

の 生 体 適 合 性 物 質 で あ る の で 、 該 流 動 性 物 質 を 含 む 増 粘 性 組 成 物 が 生 体 に 注 射 さ れ た 場 合

で も 、 拒 絶 反 応 等 が 生 ず る こ と が な い 。

＜ ４ ０ ＞ 　 流 動 性 物 質 が 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 デ キ ス ト ラ ン 、 コ ラ ー ゲ ン 、 キ ト サ ン 、 キ チ ン

、 及 び こ れ ら の 誘 導 体 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 前 記 ＜ ３ ４ ＞ か ら ＜ ４ ０ ＞ の

い ず れ か に 記 載 の 増 粘 性 組 成 物 で あ る 。 該 増 粘 性 組 成 物 に お い て は 、 前 記 流 動 性 物 質 が 生

体 適 合 性 物 質 で あ る の で 、 該 増 粘 性 組 成 物 が 生 体 に 注 射 さ れ た 場 合 で も 、 拒 絶 反 応 等 が 生

ず る こ と が な い 。

＜ ４ １ ＞ 　 刺 激 が 、 光 、 熱 、 振 動 及 び 圧 力 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 前 記 ＜ ３

４ ＞ か ら ＜ ４ ０ ＞ の い ず い れ か に 記 載 の 増 粘 性 組 成 物 で あ る 。 該 増 粘 性 組 成 物 に お い て は

、 前 記 流 動 性 物 質 が 、 光 等 の 刺 激 を 受 け る と 、 増 粘 化 し ゲ ル 化 等 す る 。

＜ ４ ２ ＞ 　 増 粘 性 組 成 物 に 刺 激 を 付 与 可 能 な 針 装 置 を 用 い 、 該 増 粘 性 組 成 物 に 前 記 刺 激 を

付 与 し 、 該 増 粘 性 組 成 物 の 粘 度 を 増 加 さ せ る こ と を 含 み 、

　 前 記 増 粘 性 組 成 物 が 、 前 記 ＜ ３ ４ ＞ か ら ＜ ４ １ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 増 粘 性 組 成 物 で あ

り 、 前 記 針 装 置 が 、 前 記 ＜ １ ＞ か ら ＜ ３ ３ ＞ の い ず れ か に 記 載 の 針 装 置 で あ る こ と 特 徴 と

す る 増 粘 性 組 成 物 の 増 粘 方 法 で あ る 。

　 該 増 粘 性 組 成 物 の 増 粘 方 法 に お い て は 、 本 発 明 の 針 装 置 と 、 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 と を

用 い る 。 該 増 粘 性 組 成 物 の 増 粘 方 法 に お い て は 、 前 記 針 装 置 に よ り 、 前 記 増 粘 性 組 成 物 に

刺 激 を す る 。 す る と 、 該 粘 性 組 成 物 が 増 粘 化 し ゲ ル 化 等 す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 に よ る と 、 従 来 に お け る 問 題 を 解 決 す る こ と が で き 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に お い

て 既 存 の 粘 膜 膨 隆 液 に 代 わ る も の で あ っ て 、 注 射 時 に は 良 好 な 流 動 性 を 維 持 し つ つ 術 時 に

は ゲ ル 状 態 等 に 変 化 可 能 で あ り 、 粘 膜 切 除 術 に 用 い ら れ る 増 粘 性 組 成 物 、 及 び 操 作 が 簡 単

で 効 率 的 な そ の ゲ ル 化 方 法 、 並 び に 、 胃 や 食 道 な ど の 粘 膜 に 注 射 す る の に 好 適 に 用 い ら れ

、 粘 膜 下 で 、 も し く は 粘 膜 表 面 で も 該 増 粘 性 組 成 物 を ゲ ル 化 等 さ せ 増 粘 さ せ る の に 好 適 に

用 い る こ と が で き る 針 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 胃 壁 の 断 面 の 一 例 を 示 す 概 略 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 一 部 に 癌 細 胞 が 増 殖 し た 胃 の 粘 膜 層 に 注 射 針 を 刺 入 し た 状 態 を 示 す 一 部
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断 面 概 略 説 明 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 癌 細 胞 が 増 殖 し た 胃 の 粘 膜 層 の 下 に 粘 膜 膨 隆 液 を 注 射 し て 粘 膜 膨 隆 を 形

成 し た 状 態 の 一 例 を 示 す 断 面 概 略 説 明 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に お い て 、 粘 膜 膨 隆 さ せ た 粘 膜 層 を か ん し で 摘 み な

が ら ス ネ ア ー を 用 い て こ れ を 囲 ん で 切 除 す る 状 態 の 一 例 を 説 明 す る た め の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に お い て 、 粘 膜 膨 隆 さ せ た 粘 膜 層 を ス ネ ア ー を 用 い

て 切 除 し て い る 状 態 の 一 例 を 説 明 す る た め の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に お い て 、 粘 膜 層 が 切 除 さ れ た 状 態 の 一 例 を 示 す 概

略 説 明 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 胃 の 粘 膜 層 の 下 に 粘 膜 膨 隆 液 を 注 入 し た 後 で 、 注 射 針 を 該 粘 膜 層 か ら 抜

き 取 っ た 状 態 の 一 例 を 示 す 断 面 概 略 説 明 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 ７ の 状 態 の 後 、 針 の ピ ン ホ ー ル か ら 注 射 し た 粘 膜 膨 隆 液 が 粘 膜 層 の 外

に 流 出 し て い る 状 態 を 説 明 す る た め の 断 面 概 略 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ９ は 、 一 部 に 癌 細 胞 が 増 殖 し た 胃 の 粘 膜 層 の 下 に 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 を 粘 膜

膨 隆 液 と し て 注 射 し た 状 態 の 一 例 を 示 す 断 面 概 略 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 図 ９ に お い て 、 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 を 粘 膜 層 の 下 に 注 射 し た 後 、

該 増 粘 性 組 成 物 を ゲ ル 化 さ せ た 状 態 を 説 明 す る た め の 断 面 概 略 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 図 １ ０ に 示 す 状 態 の 後 、 か ん し と ス ネ ア ー と を 用 い て 癌 細 胞 が 増 殖

し た 粘 膜 層 を 切 除 し た 状 態 を 説 明 す る た め の 断 面 概 略 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 針 装 置 の 一 例 を 示 す 概 略 説 明 図 で あ り 、 外 筒 内 に 針 本 体 が

出 入 可 能 に 収 容 さ れ 、 外 針 本 体 内 に 複 数 の 光 フ ァ イ バ ー が 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 状 態 を 示

し て い る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 図 １ ２ に 示 す 針 装 置 の 概 略 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 図 １ ２ に 示 す 針 装 置 に お い て 針 本 体 か ら 光 フ ァ イ バ ー を 押 し 出 し た

状 態 の 一 例 を 示 す 概 略 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 図 １ ２ に 示 す 針 装 置 を 用 い て 粘 膜 層 の 下 に 注 射 し た 本 発 明 の 増 粘 性

組 成 物 に 対 し 光 を 照 射 し て ゲ ル 化 さ せ て い る 状 態 を 説 明 す る た め の 概 略 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 針 装 置 の 他 の 例 を 示 す 概 略 説 明 図 で あ り 、 外 筒 内 に 針 本 体

が 出 入 可 能 に 収 容 さ れ 、 該 針 本 体 内 に 、 光 反 射 鏡 棒 と 、 該 光 反 射 鏡 針 棒 の 周 囲 に 配 置 さ れ

た 複 数 の 光 フ ァ イ バ ー と を 出 入 可 能 に 収 容 し た 状 態 を 示 す 。

【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 図 １ ６ に 示 す 針 装 置 を 用 い て 粘 膜 層 の 下 に 注 射 し た 本 発 明 の 増 粘 性

組 成 物 に 対 し 光 を 照 射 し て ゲ ル 化 さ せ て い る 状 態 を 説 明 す る た め の 概 略 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 、 本 発 明 の 針 装 置 の 他 の 例 を 示 す 概 略 説 明 図 で あ り 、 外 筒 内 に 針 本 体

が 出 入 可 能 に 収 容 さ れ 、 該 針 本 体 内 に 、 複 数 の 光 反 射 鏡 棒 と 、 該 複 数 の 光 反 射 鏡 針 棒 の 周

囲 に 配 置 さ れ た 複 数 の 光 フ ァ イ バ ー と を 出 入 可 能 に 収 容 し た 状 態 を 示 す 。

【 図 １ ９ 】 図 １ ９ は 、 図 １ ８ に 示 す 針 装 置 を 用 い て 粘 膜 層 の 下 に 注 射 し た 本 発 明 の 増 粘 性

組 成 物 に 対 し 光 を 照 射 し て ゲ ル 化 さ せ て い る 状 態 を 説 明 す る た め の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 図 ２ ０ は 、 本 発 明 の 針 装 置 の 他 の 例 を 示 す 概 略 説 明 図 で あ り 、 外 筒 内 に ２ 本 の

針 本 体 が 出 入 可 能 に 収 容 さ れ た 状 態 を 示 す 。

【 図 ２ １ 】 図 ２ １ は 、 図 ２ ０ に 示 す 針 装 置 に お け る 、 一 つ の 針 本 体 を 押 し 出 し た 状 態 を 説

明 す る た め の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ ２ 】 図 ２ ２ は 、 本 発 明 の 針 装 置 の 他 の 例 を 示 す 概 略 説 明 図 で あ り 、 外 筒 内 に 針 本 体

が 出 入 可 能 に 収 容 さ れ 、 該 針 本 体 内 に 注 射 針 と 該 注 射 針 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 光 フ ァ イ バ ー

と を 収 容 し た 状 態 を 示 す 。

【 図 ２ ３ 】 図 ２ ３ は 、 本 発 明 の 針 装 置 の 他 の 例 を 示 す 内 部 構 造 図 で あ り 、 光 フ ァ イ バ ー が

針 本 体 に 収 容 さ れ て い る 状 態 を 示 す 。

【 図 ２ ４ 】 図 ２ ４ は 、 本 発 明 の 針 装 置 の 他 の 例 を 示 す 内 部 構 造 図 で あ り 、 光 フ ァ イ バ ー が

針 先 か ら 出 て い る 状 態 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 の 増 粘 方 法 は 、 本 発 明 の 針 装 置 を 用 い て 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 に

刺 激 を 付 与 す る こ と を 少 な く と も 含 む 。 以 下 、 本 発 明 の 針 装 置 と 、 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物

と を 説 明 す る と 共 に 、 こ れ ら を 用 い た 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 の 増 粘 方 法 に つ い て 併 せ て 説

明 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 針 装 置 は 、 刺 激 付 与 手 段 と 、 針 本 体 と を 少 な く と も 有 し て な り 、 更 に 必 要 に 応

じ て 適 宜 選 択 し た 、 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 、 流 体 移 送 手 段 な ど の そ の 他 の 部 材 を 有 し て な

る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に お け る 針 装 置 の 針 の 太 さ と し て は 、 特 に 制 限 は な い が 、 例 え ば 、 ２ ７ Ｇ （ 外 径

０ ． ４ ０ ｍ ｍ 、 内 径 ０ ． ２ ２ ｍ ｍ ） 、 ２ ６ Ｇ （ 外 径 ０ ． ４ ５ ｍ ｍ 、 内 径 ０ ． ２ ７ ） 、 ２ ５

Ｇ （ 外 径 ０ ． ５ ０ ｍ ｍ 、 内 径 ０ ． ３ ２ ｍ ｍ ） 、 ２ ４ Ｇ （ 外 径 ０ ． ５ ５ ｍ ｍ 、 内 径 ０ ． ３ ７

ｍ ｍ ） 、 ２ ３ Ｇ （ 外 径 ０ ． ６ ５ ｍ ｍ 、 内 径 ０ ． ４ ０ ｍ ｍ ） 、 ２ ２ Ｇ （ 外 径 ０ ． ７ ０ ｍ ｍ 、

内 径 ０ ． ４ ８ ｍ ｍ ） 、 ２ １ Ｇ （ 外 径 ０ ． ８ ｍ ｍ 、 内 径 ０ ． ５ ７ ｍ ｍ ） 、 ２ ０ Ｇ （ 外 径 ０ ．

９ ０ ｍ ｍ 、 内 径 ０ ． ６ ６ ｍ ｍ ） 、 １ ９ Ｇ （ 外 径 １ ． １ ０ ｍ ｍ 、 内 径 ０ ． ７ ８ ｍ ｍ ） 、 １ ８

Ｇ （ 外 径 １ ． ２ ｍ ｍ 、 内 径 ０ ． ９ ４ ｍ ｍ ） 、 １ ７ Ｇ （ 外 径 １ ． ４ ６ ｍ ｍ 、 内 径 １ ． ４ ６ ｍ

ｍ ） 、 １ ６ Ｇ （ 外 径 １ ． ６ ５ ｍ ｍ 、 内 径 １ ． ２ ５ ｍ ｍ ） 、 １ ５ Ｇ （ 外 径 １ ． ８ ３ ｍ ｍ 、 内

径 １ ． ４ ３ ｍ ｍ ） 、 １ ４ Ｇ （ 外 径 ２ ． １ ０ ｍ ｍ 、 内 径 １ ． ５ ９ ｍ ｍ ） 、 １ ３ Ｇ （ 外 径 ２ ．

４ ０ ｍ ｍ 、 内 径 １ ． ９ ０ ｍ ｍ ） 、 １ ２ Ｇ （ 外 径 ２ ． ７ ５ ｍ ｍ 、 内 径 ２ ． １ ８ ｍ ｍ ） 等 が 挙

げ ら れ る 。 中 で も １ ８ Ｇ ～ ２ ５ Ｇ が 好 ま し く 使 用 さ れ る 。

　 ま た 、 針 先 が 複 数 設 け ら れ て い る 既 存 の マ ル チ ニ ー ド ル や シ ャ ワ ー ニ ー ド ル 等 も 使 用 で

き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 前 記 刺 激 付 与 手 段 と し て は 、 刺 激 を 付 与 す る こ と が で き る 限 り 、 そ の 形 状 、 構 造 、 大 き

さ 、 材 質 等 に つ い て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と が で き る 。

　 本 発 明 が 主 に 内 視 鏡 手 術 に お け る 患 者 の 体 内 の 粘 膜 切 除 手 術 に 使 用 す る こ と を 想 定 し て

い る た め 、 本 発 明 に お け る 刺 激 （ 患 者 の 体 外 か ら コ ン ト ロ ー ル さ れ る 刺 激 ） と は 、 手 術 中

に 患 者 の 体 外 に あ る 機 器 や 施 術 者 が 、 刺 激 の エ ネ ル ギ ー 量 や 刺 激 付 与 時 間 、 刺 激 付 与 箇 所

等 を コ ン ト ロ ー ル 可 能 な 刺 激 を い う 。

　 前 記 刺 激 付 与 手 段 が 付 与 す る 刺 激 と し て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す

る こ と が で き 、 例 え ば 、 光 、 熱 、 振 動 な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら は 、 １ 種 単 独 で 使 用 し て

も よ い し 、 ２ 種 以 上 を 併 用 し て も よ い 。 な お 、 前 記 光 と し て は 、 例 え ば 、 可 視 光 、 紫 外 線

（ 例 え ば 、 波 長 が ３ ６ ５ ｎ ｍ の 紫 外 線 で あ る ｉ 線 、 波 長 が ４ ３ ６ ｎ ｍ の 紫 外 線 で あ る ｇ 線

な ど を 含 む ） 、 な ど が 好 適 に 挙 げ ら れ る 。 前 記 熱 と し て は 、 加 熱 、 除 熱 の い ず れ で あ っ て

も よ い 。 前 記 振 動 と し て は 、 例 え ば 、 超 音 波 振 動 な ど が 好 適 に 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 前 記 刺 激 付 与 手 段 の 具 体 例 と し て は 、 前 記 刺 激 が 前 記 光 で あ る 場 合 に は 、 光 フ ァ イ バ ー

な ど が 好 適 に 挙 げ ら れ 、 前 記 刺 激 が 前 記 熱 で あ る 場 合 に は 、 熱 電 対 な ど が 挙 げ ら れ 、 前 記

刺 激 が 前 記 振 動 で あ る 場 合 に は 、 水 晶 発 振 子 等 の 発 振 子 な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら は 、 １

種 単 独 で 使 用 し て も よ い し 、 ２ 種 以 上 を 併 用 し て も よ い 。 こ れ ら の 中 で も 、 本 発 明 に お い

て は 、 所 望 時 に 確 実 に 誤 作 動 な く 刺 激 を 付 与 す る こ と が で き る 等 の 点 で 、 前 記 光 フ ァ イ バ

ー が 特 に 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 通 常 光 フ ァ イ バ ー の 端 面 は 接 合 時 の 光 軸 を 合 わ せ る た め に 光 フ ァ イ バ ー の 軸 方 向 （ 光 軸

方 向 ） に 対 し て 垂 直 に 切 断 さ れ る 。 し か し 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 光 フ ァ イ バ ー の 刺 激

付 与 側 端 面 は 、 光 フ ァ イ バ ー の 軸 方 向 （ 光 軸 方 向 ） に 対 し て 、 非 素 直 面 で あ る こ と が 好 ま

し い 。 こ れ に よ っ て 、 光 放 射 面 に お い て 光 が 屈 折 又 は 反 射 し て 、 光 を よ り 広 い 範 囲 に 照 射

で き 、 効 率 よ く 刺 激 付 与 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 前 記 刺 激 付 与 手 段 の 数 と し て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と が で
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き 、 例 え ば 、 １ つ で あ っ て も よ い し 、 ２ 以 上 （ 複 数 ） で あ っ て も よ い 。 後 者 の 場 合 、 所 望

の 領 域 に か つ 広 範 な 領 域 に 前 記 刺 激 を 効 率 的 に 付 与 す る こ と が で き る 点 で 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 前 記 刺 激 付 与 手 段 が 設 け ら れ る 部 位 乃 至 箇 所 と し て は 、 前 記 針 本 体 内 で あ る の が 好 ま し

く 、 前 記 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ て い る の が 好 ま し い 。 こ れ ら の 場 合 、 該 針 本 体 を

粘 膜 層 等 の 対 象 に 刺 入 さ せ た 際 に 、 該 針 本 体 と 一 緒 に 前 記 対 象 の 下 に 刺 入 さ せ る こ と が で

き 、 操 作 性 、 取 扱 性 に 優 れ 、 特 に 後 者 の 場 合 に は 更 に 、 破 損 等 が 少 な い 点 で 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 前 記 針 本 体 と し て は 、 刺 入 可 能 で あ れ ば 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ

と が で き る が 、 内 部 に 前 記 刺 激 付 与 手 段 等 を 収 容 可 能 で あ る も の が 好 ま し く 、 内 部 に 前 記

刺 激 付 与 手 段 等 を 出 入 可 能 に 収 容 可 能 で あ る も の が 好 ま し い 。 こ れ ら の 場 合 、 前 記 針 本 体

を 粘 膜 層 等 の 対 象 の 下 に 刺 入 し た 後 で 、 該 針 本 体 か ら 前 記 刺 激 付 与 手 段 等 を 出 入 さ せ て 、

手 術 を 行 う こ と が で き 、 刺 入 回 数 を 減 ら す こ と が で き る 等 の 点 で 有 利 で あ る 。

　 前 記 針 本 体 の 形 状 、 構 造 、 大 き さ 、 材 質 等 に つ い て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て

適 宜 選 択 す る こ と が で き る が 、 例 え ば 、 前 記 構 造 と し て は 、 中 空 構 造 、 単 管 構 造 、 重 管 構

造 、 こ れ ら の 組 合 せ 、 な ど が 挙 げ ら れ 、 前 記 大 き さ と し て は 、 通 常 の 注 射 針 程 度 、 内 視 鏡

手 術 で 使 用 さ れ る 針 等 の 大 き さ が 挙 げ ら れ 、 前 記 材 質 と し て 、 耐 久 性 が あ り 、 雑 菌 等 に よ

る 汚 染 が 少 な く 、 滅 菌 処 理 可 能 な も の が 好 ま し く 、 金 属 等 が 好 適 に 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 前 記 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 と し て は 、 前 記 刺 激 付 与 手 段 か ら の 刺 激 の 付 与 領 域 を 拡 大 さ

せ る こ と が で き る 限 り 、 特 に 制 限 は な く 、 前 記 刺 激 の 種 類 、 該 刺 激 を 付 与 す る 対 象 及 び 領

域 の 大 き さ 等 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と が で き る が 、 例 え ば 、 前 記 刺 激 を 多 方 向 に 反 射 可

能 な 反 射 体 を 有 す る 刺 激 拡 散 部 材 も の が 好 適 に 挙 げ ら れ る 。 な お 、 該 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手

段 の 形 状 と し て は 、 前 記 針 本 体 内 に 収 容 可 能 な 針 状 で あ る も の （ 刺 激 拡 散 棒 ） が 好 ま し い

。

　 前 記 反 射 体 と し て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と が で き る が 、 例

え ば 、 前 記 刺 激 が 光 で あ る 光 を 多 方 向 に 反 射 可 能 な 鏡 体 で あ る も の 、 な ど 好 適 に 挙 げ ら れ

る 。 な お 、 前 記 反 射 体 と し て 前 記 鏡 体 を 使 用 す る 場 合 に は 、 前 記 刺 激 付 与 手 段 と し て 前 記

光 フ ァ イ バ ー を 特 に 好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 刺 激 付 与 手 段 と し て 光 フ ァ イ バ ー か ら の 光 の 照 射 を 選 択 す る 場 合 に は 、 光 フ ァ イ

バ ー の 先 端 に 透 明 な 鏃 状 多 面 体 や ダ イ ヤ モ ン ド 状 多 面 体 等 の 光 透 過 性 部 材 を 設 け た り 、 光

フ ァ イ バ ー の 先 端 を 三 角 錐 や 四 角 錐 等 の 多 面 体 形 状 に 研 磨 す る こ と に よ り 、 刺 激 付 与 領 域

拡 大 手 段 を 設 け 、 該 多 面 体 中 や 、 多 面 体 と 多 面 体 外 空 間 と の 界 面 に お け る 光 の 反 射 や 屈 折

に よ っ て 、 刺 激 で あ る 光 の 付 与 領 域 （ 光 が 放 射 さ れ る 範 囲 ） を 拡 大 で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 前 記 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 の 数 と し て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る

こ と が で き る が 、 例 え ば 、 １ つ で あ っ て も よ い し 、 ２ 以 上 で あ っ て も よ い 。

　 前 記 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 の 前 記 針 装 置 に 設 け ら れ る 部 位 乃 至 箇 所 と し て は 、 特 に 制 限

は な く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と が で き る が 、 例 え ば 、 針 本 体 内 に 収 容 さ れ て い る

の が 好 ま し く 、 該 針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ て い る の が よ り 好 ま し い 。 こ れ ら の 場 合

に は 、 前 記 針 本 体 を 粘 膜 層 等 の 対 象 の 下 に 刺 入 し た 際 に 、 該 針 本 体 と 一 緒 に 刺 入 さ せ る こ

と が で き 、 破 損 等 が 生 じ 難 い 等 の 点 で 有 利 で あ り 、 ま た 、 後 者 の 場 合 に は 、 所 望 の 箇 所 に

か つ 広 範 囲 に 前 記 刺 激 を 効 果 的 に 付 与 す る こ と が で き る 点 で 有 利 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 前 記 流 体 移 送 手 段 と し て は 、 前 記 対 象 内 に 流 体 を 移 送 可 能 で あ る 限 り 、 特 に 制 限 は な く

、 目 的 に 応 じ て そ の 形 状 、 構 造 、 大 き さ 、 材 質 等 に つ い て 適 宜 選 択 す る こ と が で き 、 例 え

ば 、 前 記 形 状 と し て は 、 針 状 等 が 好 適 に 挙 げ ら れ 、 前 記 構 造 と し て は 、 単 管 、 重 管 な ど が

挙 げ ら れ 、 前 記 大 き さ と し て は 、 前 述 の 注 射 針 等 の 大 き さ が 挙 げ ら れ 、 前 記 材 質 と し て は

、 耐 久 性 が あ り 、 滅 菌 等 が 可 能 な 材 質 で あ る こ と が 好 ま し い 。
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　 前 記 流 体 移 送 手 段 の 具 体 例 と し て は 、 チ ュ ー ブ 、 注 射 針 な ど が 好 適 に 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 前 記 流 体 移 送 手 段 の 数 と し て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と が で

き る が 、 例 え ば 、 １ つ で あ っ て も よ い し 、 ２ 以 上 で あ っ て も よ い 。 な お 、 後 者 の 場 合 に は

、 異 な る 種 類 の 薬 剤 等 を 注 射 す る こ と が で き る 点 で 有 利 で あ る 。

　 前 記 流 体 移 送 手 段 の 前 記 針 装 置 に 設 け ら れ る 部 位 乃 至 箇 所 と し て は 、 特 に 制 限 は な く 、

目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と が で き 、 前 記 針 本 体 に 設 け ら れ て い る の が 好 ま し く 、 前 記

針 本 体 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ て い る の が よ り 好 ま し い 。 こ れ ら の 場 合 、 前 記 針 本 体 を 刺

入 し た 際 に 、 該 針 本 体 と 一 緒 に 該 流 体 移 送 手 段 も 刺 入 さ せ る こ と が で き 、 取 扱 性 に 優 れ 、

破 損 等 の 危 険 か 少 な く 、 ま た 、 一 度 の 刺 入 だ け で 、 流 体 の 注 射 、 刺 激 の 付 与 等 を 行 う こ と

が で き る 点 で 有 利 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 前 記 針 本 体 は 、 上 述 の 通 り 、 そ の 内 部 に 前 記 刺 激 付 与 手 段 、 前 記 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段

、 前 記 流 体 移 送 手 段 な ど を 出 入 可 能 に 収 容 し て い る の が 好 ま し い が 、 該 針 本 体 自 体 が 、 外

筒 に 出 入 可 能 に 収 容 さ れ て い る の が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 該 針 本 体 を 必 要 時 ま で 該 外 筒 内

に 収 容 さ せ て お く こ と が で き 、 手 術 ミ ス 、 事 故 等 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き 、 ま た 、

該 針 本 体 の 雑 菌 汚 染 等 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 点 で 有 利 で あ る 。

　 前 記 外 筒 の 形 状 、 構 造 、 大 き さ 、 材 質 等 に つ い て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 適

宜 選 択 す る こ と が で き る が 、 内 視 鏡 装 置 に 出 入 可 能 な 形 状 等 で あ る こ と が 好 ま し く 、 内 視

鏡 装 置 の 先 端 に 出 入 可 能 な 形 状 等 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 前 記 流 体 と し て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と が で き る が 、 例 え

ば 、 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 、 注 射 液 、 薬 剤 、 生 理 食 塩 水 、 な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら は 、

１ 種 単 独 で 使 用 し て も よ い し 、 ２ 種 以 上 を 併 用 し て も よ い 。 こ れ ら の 中 で も 、 前 記 流 体 が

本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 で あ る の が 特 に 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 は 、 各 種 用 途 に 使 用 す る こ と が で き る が 、 粘 膜 切 除 術 に 用 い ら れ

る の が 好 ま し く 、 粘 膜 膨 隆 液 と し て 使 用 さ れ る の が 特 に 好 ま し い 。

　 前 記 増 粘 性 組 成 物 は 、 外 か ら 付 与 さ れ る 刺 激 に よ り 粘 度 が 増 加 す る 流 動 性 物 質 を 少 な く

と も 含 み 、 更 に 必 要 に 応 じ て 適 宜 選 択 し た そ の 他 の 成 分 を 含 ん で な る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 前 記 流 動 性 物 質 と し て は 、 前 記 刺 激 が 付 与 さ れ た 際 に そ の 流 動 性 が 変 化 し 、 増 粘 化 す る

も の で あ れ ば よ く 、 該 刺 激 に よ り 、 該 刺 激 が 付 与 さ れ る 前 に 比 し 粘 度 が ３ 倍 以 上 増 加 す る

も の が よ り 好 ま し く 、 前 記 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に お け る 前 記 粘 膜 膨 隆 液 の 代 わ り と し て 使

用 し 、 粘 膜 膨 隆 の 状 態 を 手 術 時 に お い て 維 持 可 能 と す る 観 点 か ら は 、 前 記 刺 激 に よ り ゾ ル

状 態 か ら ゲ ル 状 態 に 変 化 す る も の が 特 に 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 前 記 流 動 性 物 質 と し て は 、 前 記 刺 激 に 感 応 性 の あ る 刺 激 感 応 基 を 有 す る も の が 好 ま し く

、 前 記 刺 激 に 感 応 し 増 粘 化 乃 至 硬 化 反 応 可 能 な 刺 激 感 応 基 を 有 す る も の が よ り 好 ま し い 。

　 前 記 刺 激 感 応 基 と し て は 、 例 え ば 、 ア ク リ レ ー ト 基 、 こ れ ら の 誘 導 体 基 （ エ ポ キ シ ア ク

リ レ ー ト 基 、 ウ レ タ ン ア ク リ レ ー ト 基 な ど ） 、 な ど が 好 適 に 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら は 、 １ 種

単 独 で 使 用 し て も よ い し 、 ２ 種 以 上 を 併 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ れ ら の 中 で も 、 前 記 刺 激 が 光 で あ る 場 合 に は 、 公 知 の 感 光 材 料 に お け る 感 光 基 が 挙 げ

ら れ 、 例 え ば 、 光 分 解 性 基 （ 例 え ば 、 ジ ア ゾ 基 、 ア ジ ド 基 な ど ） 、 光 重 合 性 基 、 光 架 橋 性

基 、 な ど が 挙 げ ら れ 、 具 体 的 に は 、 前 記 ア ク リ レ ー ト 基 及 び こ れ ら の 誘 導 体 基 か ら 選 択 さ

れ る 少 な く と も １ 種 が 特 に 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 前 記 刺 激 感 応 基 の 数 、 種 類 と し て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と
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が で き 、 １ つ で あ っ て も よ い し 、 ２ 以 上 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 前 記 流 動 性 物 質 と し て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と が で き る が

、 前 記 増 粘 性 組 成 物 を 前 記 粘 膜 膨 隆 液 と し て 使 用 す る 場 合 に は 、 生 体 適 合 性 の 観 点 か ら は

、 生 体 材 料 乃 至 生 体 材 料 に 近 い 材 料 で あ る の が 好 ま し く 、 例 え ば 、 ア ミ ノ 酸 、 糖 類 、 核 酸

、 脂 肪 酸 、 こ れ ら の 誘 導 体 、 こ れ ら の ポ リ マ ー （ タ ン パ ク 質 、 糖 タ ン パ ク 、 リ ポ タ ン パ ク

、 多 糖 類 ） 、 な ど が 挙 げ ら れ る 。

　 前 記 流 動 性 物 質 の 具 体 例 と し て は 、 例 え ば 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 デ キ ス ト ラ ン 、 コ ラ ー ゲ ン

、 キ ト サ ン 、 キ チ ン 、 こ れ ら の 誘 導 体 な ど が 好 適 に 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 前 記 増 粘 性 組 成 物 に お け る 増 粘 化 の 反 応 乃 至 メ カ ニ ズ ム と し て は 、 特 に 制 限 は な く 、 目

的 に 応 じ て 適 宜 選 択 す る こ と が で き る が 、 例 え ば 、 前 記 刺 激 が 光 で あ る 場 合 に は 、 公 知 の

感 光 性 樹 脂 の 硬 化 反 応 を 利 用 す る こ と が で き 、 具 体 的 に は 、 官 能 基 変 化 、 架 橋 付 加 等 に よ

る 光 分 解 反 応 や 、 架 橋 、 分 子 鎖 延 長 等 に よ る 光 二 量 化 反 応 や 、 高 分 子 量 化 、 架 橋 ゲ ル 化 等

に よ る 光 重 合 反 応 、 な ど が 挙 げ ら れ る 。

　 ま た 、 前 記 増 粘 性 組 成 物 と し て は 、 光 重 合 型 感 光 性 樹 脂 組 成 物 と し て 設 計 さ れ て い て も

よ く 、 こ の 場 合 、 該 光 重 合 型 感 光 性 樹 脂 組 成 物 は 、 例 え ば 、 （ １ ） 光 ラ ジ カ ル 重 合 開 始 剤

、 線 状 ポ リ マ ー 、 モ ノ マ ー な ど を 含 む 態 様 、 （ ２ ） 光 ラ ジ カ ル 重 合 開 始 剤 、 不 飽 和 オ リ ゴ

マ ー 、 モ ノ マ ー な ど を 含 む 態 様 、 な ど が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 前 記 光 重 合 開 始 剤 と し て は 、

特 に 制 限 は な く 、 公 知 の も の の 中 か ら 適 宜 選 択 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 ポ リ イ ミ ド 等 の

ラ ジ カ ル 発 生 剤 が 好 適 に 挙 げ ら れ る 。

　 前 記 （ １ ） の 場 合 、 前 記 線 状 ポ リ マ ー と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル （ Ｐ Ｖ

Ａ ） 、 水 溶 性 ポ リ ア ミ ド な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 モ ノ マ ー と し て は 、 高 級 ア ル コ ー ル 、 エ

チ レ ン グ リ コ ー ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 （ ２ ） の 場 合 、 前 記 不

飽 和 オ リ ゴ マ ー と し て は 、 例 え ば 、 不 飽 和 ポ リ エ ス テ ル 、 不 飽 和 ポ リ ウ レ タ ン 、 不 飽 和 エ

ポ キ シ 樹 脂 、 オ リ ゴ エ ス テ ル （ メ タ ） ア ク リ レ ー ト 、 ポ リ エ ー テ ル （ メ タ ） ア ク リ レ ー ト

、 な ど が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 具 体 的 な 増 粘 性 組 成 物 と し て は 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ５ ２ ９ ３ ６ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る

よ う な 温 度 に 応 答 し て ゲ ル 化 す る ゾ ル で あ る ポ リ － Ｎ － イ ソ プ ロ ピ ル ア ク リ ル ア ミ ド （ Ｐ

Ｎ Ｉ Ｐ Ａ Ｍ ） を グ ラ フ と 重 合 し た デ キ ス ト ラ ン や 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ９ ８ ４ ４ 号 公 報 に

記 載 さ れ て い る よ う な 光 硬 化 性 ゼ ラ チ ン 、 Ｗ Ｏ ９ ７ ／ １ ８ ２ ４ ４ に 記 載 さ れ て い る よ う な

光 硬 化 性 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 Ｗ Ｏ ０ ０ ／ ２ ７ ８ ８ ９ に 記 載 さ れ て い る よ う な 光 反 応 性 キ ト サ ン

等 が 使 用 で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 の 増 粘 方 法 に お い て は 、 増 粘 性 組 成 物 に 刺 激 を 付 与 可 能 な 針 装 置

を 用 い 、 該 増 粘 性 組 成 物 に 前 記 刺 激 を 付 与 し 、 該 増 粘 性 組 成 物 の 粘 度 を 増 加 さ せ る こ と を

含 み 、 前 記 増 粘 性 組 成 物 が 本 発 明 の 前 記 増 粘 性 組 成 物 で あ り 、 前 記 針 装 置 が 本 発 明 の 前 記

針 装 置 で あ る こ と 以 外 は 、 特 に 制 限 は な く 、 目 的 に 応 じ て 実 施 可 能 で あ る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 針 装 置 及 び 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 を 用 い た 、 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 の

増 粘 方 法 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 本 実 施 例 に お い て は 、 豚 の

胃 袋 を 使 っ て 実 験 を 行 っ た 。 ま た 、 増 粘 性 組 成 物 と し て は 、 ネ ー テ ッ ク 社 製 の 光 反 応 性 キ

ト サ ン （ 脱 ア セ チ ル 化 度 ８ ０ ％ の キ ト サ ン に お い て 、 グ ル コ サ ミ ン 単 位 の ２ 位 の ア ミ ノ 基

に ラ ク ト ー ス と ｐ － ア ジ ド 安 息 香 酸 を 結 合 さ せ た キ ト サ ン ） を 用 い た 。 こ の 光 反 応 性 キ ト

サ ン は 、 光 官 能 基 を 導 入 し て い る が 、 細 胞 毒 性 及 び 変 異 原 性 が な い こ と が 確 認 さ れ て お り

、 光 ラ ジ カ ル 重 合 開 始 剤 等 の 添 加 剤 も 必 要 な い 点 で 優 れ て い る 。

　 前 記 光 反 応 性 キ ト サ ン を 蒸 留 水 に 溶 か し 、 １ 重 量 ％ 水 溶 液 で あ る 光 反 応 性 キ ト サ ン 水 溶

液 （ 増 粘 性 組 成 物 ） を 得 た 。 前 記 光 反 応 性 キ ト サ ン 水 溶 液 の 光 刺 激 を 与 え る 前 の ３ ７ ℃ に
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お け る 粘 度 は 、 約 ０ ． ２ Ｐ ａ ・ ｓ で あ り 、 ６ ｍ Ｗ の 紫 外 線 を ２ ５ 秒 間 照 射 し た 後 の ３ ７ ℃

に お け る 粘 度 は 、 約 １ ０ ０ ０ ０ Ｐ ａ ・ ｓ で あ っ た 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま ず 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 癌 細 胞 塊 １ ５ が 生 じ た 胃 壁 ５ ０ の 粘 膜 層 １ ０ と そ の 下 の 筋 層

２ ０ と の 界 面 に 、 前 記 粘 膜 膨 隆 液 と し て の 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ （ ３ ｍ ｌ ） を 本 発 明 の 針 装 置

９ ０ （ 太 さ ： ２ ２ Ｇ ） を 用 い て 注 射 す る 。 す る と 、 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ に よ り 、 粘 膜 層 １ ０

と 筋 層 ２ ０ と の 界 面 が 解 離 し 、 粘 膜 層 １ ０ が 山 状 に 隆 起 す る 。 こ の と き 、 針 装 置 ９ ０ （ 内

部 構 造 を 図 ２ ３ に 示 す ） を 粘 膜 層 １ ０ か ら 抜 き 取 ら ず 、 そ の ま ま の 状 態 で 、 針 装 置 ９ ０ 内

に 収 容 さ れ た 前 記 刺 激 付 与 手 段 と し て の 先 端 を 三 角 錐 状 に 加 工 し た プ ラ ス チ ッ ク 製 光 フ ァ

イ バ ー ９ １ （ 直 径 ０ ． ４ ５ ｍ ｍ ） を 押 し 出 し 、 光 フ ァ イ バ ー の 先 端 か ら 増 粘 性 組 成 物 ７ ０

に 光 （ 波 長 ： ３ ６ ０ ｎ ｍ 、 エ ネ ル ギ ー ： ６ ｍ Ｗ ） を ２ ５ 秒 間 照 射 す る （ 図 ２ ４ ） 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 こ こ で 、 図 ２ ３ 、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 前 記 光 フ ァ イ バ ー ９ １ の 先 端 は 三 角 錐 状 に な っ

て お り 、 こ の 三 角 錐 状 部 分 ９ １ ａ は 光 フ ァ イ バ ー の ク ラ ッ ド が 削 ら れ て コ ア が 露 出 し て い

る た め 、 前 記 三 角 錐 状 部 分 ９ １ ａ と 増 粘 組 成 物 の 界 面 に て 反 射 や 屈 折 し た 光 が 、 前 記 三 角

錐 状 部 分 ９ １ ａ の 表 面 か ら 放 射 さ れ る 。 こ の た め 、 前 記 光 フ ァ イ バ ー の 端 面 を 光 フ ァ イ バ

ー の 軸 方 向 （ 光 軸 方 向 ） に 垂 直 面 と し た 場 合 に 比 べ 、 光 が 広 範 囲 に 分 散 さ れ 、 よ り 広 い 範

囲 の 増 粘 組 成 物 に 光 刺 激 を 付 与 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 前 記 光 フ ァ イ バ ー ９ １ が 針 装 置 １ ０ ０ 内 に 収 容 さ れ て い る 場 合 に は 、 増 粘 性 組 成

物 ７ ０ は 、 針 装 置 １ ０ ０ 内 の ス リ ッ ト ９ ２ を 通 っ て 針 先 ９ ４ か ら 注 射 さ れ る 。 増 粘 性 組 成

物 が 注 射 さ れ た 後 、 図 ２ ４ の よ う に 、 前 記 光 フ ァ イ バ ー ９ １ が 前 記 針 先 ９ ４ か ら 押 し 出 さ

れ 、 増 粘 性 組 成 物 に 光 刺 激 を 付 与 す る 。 こ の 際 、 前 記 光 フ ァ イ バ ー ９ １ の 先 端 は 、 前 記 ス

リ ッ ト ９ ２ を 有 す る 筒 体 ９ ３ の 中 を 通 っ て 針 先 に 向 か う た め 、 前 記 光 フ ァ イ バ ー ９ １ が 前

記 針 先 ９ ４ の 根 本 で ひ っ か か る こ と が な い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 前 記 光 フ ァ イ バ ー ９ １ か ら 光 刺 激 が 付 与 さ れ る と 、 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ が 架 橋 し て 増 粘 化

し ゲ ル 化 す る 。 そ の 後 、 前 記 光 フ ァ イ バ ー ９ １ を 針 装 置 １ ０ ０ 内 に 収 納 し 、 針 装 置 ９ ０ を

粘 膜 層 １ ０ か ら 抜 き 取 る と 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ゲ ル 化 さ れ た 増 粘 性 組 成 物 ７ ５ は 、 ピ

ン ホ ー ル （ 針 孔 ） ３ ０ か ら 外 部 に 流 出 せ ず 、 粘 膜 層 １ ０ と 筋 層 ２ ０ と の 界 面 に と ど ま る た

め 、 粘 膜 隆 起 の 状 態 が 維 持 さ れ 、 癌 細 胞 塊 １ ５ は 、 隆 起 し た 粘 膜 層 １ ０ の 頂 部 に 存 在 す る

。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 次 に 、 内 視 鏡 の 先 端 か ら か ん し と ス ネ ア ー と を 押 し 出 し て 操 作 す る こ と に よ り 、 該 ス ネ

ア ー を 癌 細 胞 塊 １ ５ の 周 囲 に 位 置 さ せ 、 前 記 か ん し で 癌 細 胞 塊 １ ５ を 摘 み な が ら 引 っ 張 り

、 ス ネ ア ー の リ ン グ を 徐 々 に 締 め 付 け て い き 、 電 気 を 流 す こ と に よ り 電 気 メ ス の 原 理 に て

、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 癌 細 胞 塊 １ ５ を 含 む 粘 膜 層 １ ０ が 切 除 さ れ る 。 こ の と き 、 粘 膜 層

１ ０ が 除 去 さ れ た 部 分 の 筋 層 ２ ０ は 、 出 血 を す る こ と が あ る が 、 こ の 実 施 例 に お い て 、 ゲ

ル 化 し た 増 粘 性 組 成 物 ７ ５ が 露 出 し た 筋 層 ２ ０ の 表 面 を 覆 う た め 、 出 血 を 抑 制 す る こ と が

で き 、 か つ 該 露 出 す る 筋 層 ２ ０ の 細 菌 感 染 等 が 効 果 的 に 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 増 粘 性 組 成 物

７ ０ に は 、 殺 菌 剤 、 抗 生 物 質 、 等 の 各 種 薬 剤 を 添 加 さ せ て お く こ と が で き る の で 、 こ の 場

合 、 該 薬 剤 等 に よ り 、 切 除 部 の ダ メ ー ジ が 最 小 に 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 な お 、 前 記 光 フ ァ イ バ ー は 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 針 装 置 １ ０ ０ の 針 本 体 １

０ １ 内 に 出 入 可 能 に 複 数 収 容 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ ら の 図 に 示 す 、 光 フ ァ イ バ ー １ ０

２ は 、 針 本 体 １ ０ １ か ら 押 し 出 す こ と が で き 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 押 し 出 さ れ る と 、 互

い の 間 隔 を 広 げ な が ら 配 置 さ せ る こ と が で き 、 広 範 囲 に 光 を 照 射 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 具 体 的 に は 、 次 の よ う な 方 法 を 使 う こ と が で き る 。 直 線 状 の 光 フ ァ イ バ ー を 湾 曲 さ せ た

状 態 で ア ニ ー リ ン グ 処 理 を 施 す こ と に よ り 、 ク ラ ッ ド 層 を 形 成 す る 樹 脂 等 に 歪 み が 生 じ 、

湾 曲 し た 状 態 の 光 フ ァ イ バ ー が 得 ら れ る 。 こ の よ う に 、 湾 曲 し た 光 フ ァ イ バ ー を 針 本 体 １
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０ １ か ら 押 し 出 す と 、 そ れ ま で 針 本 体 １ ０ １ の 内 壁 等 に よ っ て 図 １ ４ の よ う に 直 線 性 を 維

持 す る よ う に 押 さ え 込 ま れ て い た 前 記 光 フ ァ イ バ ー が 、 図 １ ５ の よ う に 針 本 体 の 先 端 か ら

多 方 向 に 広 が る 。 ま た 、 こ れ ら の 光 フ ァ イ バ ー は 、 針 の 先 端 か ら 出 た 長 さ に よ っ て 、 光 フ

ァ イ バ ー の 端 面 が 向 く 方 向 （ 光 軸 の 方 向 ） が 変 わ る た め 、 時 間 を か け て ゆ っ く り と 前 記 光

フ ァ イ バ ー を 押 し 出 し た り 、 何 度 か 前 記 光 フ ァ イ バ ー を 出 し 入 れ す る こ と に よ り 、 広 範 囲

に 光 を 照 射 さ せ る こ と が で き る 。

　 こ の た め 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ が 、 粘 膜 層 １ ０ の 下 に 広 範 囲 に 存 在

し て い て も 、 複 数 の 光 フ ァ イ バ ー １ ０ ２ か ら 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ の 全 体 に 効 率 よ く か つ 確 実

に 光 を 照 射 さ せ る こ と が で き 、 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ を 効 率 よ く か つ 確 実 に ゲ ル 化 さ せ る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 図 １ ６ に は 、 針 本 体 １ ０ １ に は 、 光 フ ァ イ バ ー １ ０ ２ の み な ら ず 、 前 記 刺 激 付 与

領 域 拡 大 手 段 と し て の 光 拡 散 棒 １ １ ０ を 出 入 可 能 に 収 容 さ せ て お く こ と が で き る 。 光 拡 散

棒 １ １ ０ は 、 光 を 任 意 の 方 向 に 反 射 可 能 な 鏡 体 １ １ ５ を 多 数 有 し て な り 、 そ の 周 囲 に 複 数

の 光 フ ァ イ バ ー １ ０ ２ （ 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 製 の 直 径 ０ ． １ ｍ ｍ の 光 フ ァ イ バ ー 等 ） が 配

置 さ れ て い る 。 図 １ ６ の よ う に 、 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 で あ る 前 記 光 拡 散 棒 １ １ ０ の 周 囲

に 刺 激 付 与 手 段 で あ る 前 記 光 フ ァ イ バ ー １ ０ ２ を 配 置 し て 針 本 体 内 に 収 容 し て お く こ と に

よ り 、 刺 激 付 与 手 段 （ 光 フ ァ イ バ ー ） が 常 に 刺 激 付 与 領 域 拡 大 手 段 （ 光 拡 散 棒 ） の 近 く に

存 在 し 、 効 率 よ く 刺 激 領 域 を 拡 大 さ せ る （ 光 フ ァ イ バ ー か ら の 光 を 広 範 囲 に わ た っ て 照 射

す る ） こ と が で き る 。 光 フ ァ イ バ ー １ ０ ２ か ら 照 射 さ れ る 光 は 、 光 拡 散 棒 １ １ ０ の 軸 方 向

に 向 け て 照 射 さ れ る 。 そ し て 、 光 フ ァ イ バ ー の 端 面 か ら 発 せ ら れ る 光 の 回 折 又 は 拡 散 の み

に よ る 効 果 に 比 べ て 、 光 拡 散 棒 １ １ ０ の 軸 方 向 に 照 射 し 拡 散 さ れ た 光 の 一 部 が 鏡 体 １ １ ５

に よ り 、 任 意 の 多 方 向 に 反 射 さ れ る 結 果 、 光 フ ァ イ バ ー １ ０ ２ に よ る 光 が 広 範 囲 に 照 射 さ

れ る 。 な お 、 光 拡 散 棒 １ １ ０ は 、 樹 脂 等 に よ り 形 成 す る こ と が で き 、 鏡 体 １ １ ５ は 蒸 着 に

よ り 形 成 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 光 拡 散 棒 １ １ ０ は 、 弾 性 を 有 し 、 折 り 曲 げ 等 が 可 能

で あ る 。 更 に 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 光 拡 散 棒 １ １ ０ と そ の 周 囲 に 複 数 配 置 し た 光 フ ァ イ

バ ー １ ０ ２ と を 、 複 数 セ ッ ト 用 意 し 、 こ れ ら を 針 本 体 １ ０ １ 内 に 出 入 可 能 に 収 容 さ せ て お

く こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 光 フ ァ イ バ ー １ ０ ２ か ら の 光 の 光 拡 散

効 率 に 優 れ 、 粘 膜 層 １ ０ の 下 で 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ の 広 範 囲 に 光 を 拡 散 し 照 射 す る こ と が で

き る た め 、 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ の 増 粘 化 効 率 、 ゲ ル 化 効 率 に 優 れ 、 短 時 間 （ ３ ０ 秒 以 内 ） で

容 易 に か つ 確 実 に 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ を 増 粘 化 さ せ 、 ゲ ル 化 さ せ る こ と が で き る 。

　 図 １ ２ ～ 図 １ ９ の 場 合 に お い て 、 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ は 、 他 の 針 装 置 を 用 い て 注 入 し て も

よ い し 、 例 え ば 図 ２ ０ の よ う に 針 本 体 を 複 数 有 す る 針 装 置 を 用 い 、 別 の 針 本 体 か ら 注 入 し

て も よ い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 外 筒 １ ０ ３ 内 に 針 本 体 １ ０ １ を ２ 本 出 入 可 能 に 収 容 さ せ て

お い て も よ い 。 こ の 場 合 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 針 本 体 １ ０ １ の 一 つ を 押 し 出 し て 、 増 粘

性 組 成 物 ７ ０ の 注 射 等 を 行 い 、 残 り の 針 本 体 １ ０ １ に よ り 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ の 増 粘 化 、 ゲ

ル 化 等 を 行 っ て も よ い 。

　 ま た 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 針 本 体 １ ０ １ 内 に 前 記 流 体 移 送 手 段 と し て の 注 射 針 １ ２ ０

を 出 入 可 能 に 収 容 し て お き 、 そ の 周 囲 に 複 数 の 光 フ ァ イ バ ー １ ０ ２ を 出 入 可 能 に 収 容 さ せ

て お く こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 針 本 体 １ ０ １ を 粘 膜 層 １ ０ の 下 に 刺 入 し た 後 、 注 射 針 １

２ ０ に よ り 増 粘 性 組 成 物 ７ ０ を 粘 膜 層 １ ０ の 下 に 注 射 し て 粘 膜 膨 隆 を 形 成 し 、 針 本 体 １ ０

１ を 粘 膜 層 １ ０ か ら 抜 く こ と な く 、 そ の ま ま 光 フ ァ イ バ ー １ ０ ２ を 押 し 出 し し て 、 増 粘 性

組 成 物 ７ ０ に 光 を 照 射 す る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 本 発 明 の 増 粘 性 組 成 物 は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に お い て 、 既 存 の 粘 膜 膨 隆 液 に 代 わ り に

使 用 す る こ と が で き 、 粘 膜 切 除 術 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。

　 本 発 明 の 針 装 置 は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に お い て 、 胃 や 食 道 な ど の 粘 膜 に 注 射 す る の に
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好 適 に 用 い る こ と が で き 、 前 記 増 粘 性 組 成 物 を ゲ ル 化 等 さ せ 増 粘 さ せ る の に 好 適 に 用 い る

こ と が で き る 。

【 図 ２ ３ 】
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摘要(译)

代替内窥镜粘膜切除术现有粘膜隆起溶液的增稠组合物，用于注射粘膜
例如胃或食管，它提供了一个合适的针装置等增稠增稠组合物其目的。
一种针装置，其至少具有能够从外部施加刺激的刺激施加装置和能够插
入到物体中的针体。方面刺激施加装置是和可容纳在多个针体时，其包
括刺激面积扩大方面用于在所述受试者可运输从刺激扩大刺激的施加区
域施加装置，该流体优选具有包括流体传输装置的模式。本发明提供一
种增粘组合物，其至少含有可流动物质，该物质的粘度通过外部刺激而
增加，并用于粘膜切除。使用所述增稠组合物，并且施加刺激到填充剂
粘性组合物中的可授予针装置刺激包括增加所述填充剂粘性组合物的粘
度，本发明的增稠组合物一种增稠组合物，其中针装置是本发明的针装
置。
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